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拙
著
沖
縄
案
内
、
風
俗
の
章
に
「
唐
手
」
の
一
項
を
掲
げ
て
置

　
　
　
　
　
　
い
た
が
、
之
は
カ
ラ
手
に
関
す
る
文
献
や
資
料
に
乏
し
き
為
め
、

　
　
　
　
　
　
首
里
に
於
て
発
表
せ
ら
れ
た
一
部
人
士
の
研
究
を
参
考
に
し
て

　
　
　
　
　
　
書
い
た
の
で
妥
当
を
欠
く
が
故
に
此
に
之
を
訂
正
し
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　

　
空
手





の
起
源
に
つ
い
て
は
未
だ
定
論
は
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
諸
家
の
説
を

綜
合
し
て
見
る
と
、
当
地
で
は
昔
か
ら
只
単
に
「
手
」
と
称
し
「
空
手
拳
頭
」

を
以
て
敵
を
倒
す
武
術
が
あ
っ
た
が
、
何
時
の
時
代
に
か
「
指
頭
掌
力
」
を
極

度
に
練
磨
し
て
偉
大
な
る
武
力
を
発
揮
す
る
支
那
拳
法
が
伝
来
し
て
所
謂
今
日

の
「
空
手
」
に
合
流
し
四
百
年
前
尚
真
王
の
武
具
撤
廃
後
一
段
の
発
達
を
見
た

で
あ
ら
う
。
と
い
ふ
こ
と
に
大
体
意
見
の
一
致
を
見
た
や
う
で
あ
る
。

　
若
し
正
史
の
上
に
「
空
手
」
の
文
字
を
求
む
る
な
ら
、
球
陽
尚
真
王
の
条
に

　
　
人
、
京
阿
波
根
実
基
の
名
望
高
き
を
嫉
み
、
王
に
讒
言
し
た
の
で
、
王
彼

　
　
を
茶
席
に
招
き
、
童
子
に
命
じ
匕
首
を
以
て
刺
さ
せ
た
、
実
基
手
に
寸
鉄

　
　
な
く
只
空

手

を
以
て
童
子
の
両
股
を
折
破
り
、
走
り
て
城
門
を
出
で
中
山

　
　
坊
門
外
に
至
り
て
斃
る
。

と
い
ふ
記
事
で
あ
る
。
或
は
是
れ
単
に
素
手
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
し
か
し
徒
手
空
拳
の
偉
大
な
る
力
を
発
揮
し
て
ゐ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
其
外
史
を
按
ず
る
に
、

　
　
之
よ
り
古
く
、
凡
そ
五
百
年
前
文
安
五
年
（
皇
紀
二
一
〇
八
）
尚
金
福
王

　
　
の
使
者
が
北
京
に
方
物
を
貢
し
、
後
其
従
人
が
会
同
館
の
門
外
に
於
て
四

　
　
川
省
長
河
西
番
の
人
と
相
殴
ち
有
司
此
事
を
皇
帝
に
上
奏
し
た
の
で
英
宗

　
　
命
じ
て
人
を
殴
つ
て
死
に
至
ら
し
め
し
者
を
死
刑
に
処
し
た
。
と
い
ふ
記

　
　
事
や
、
其
後
文
明
四
年
（
皇
紀
二
一
三
二
）
尚
円
王
の
使
者
武
実
等
マ
ラ

　
　
ツ
カ
国
よ
り
の
帰
途
福
州
に
於
て
船
を
修
す
る
時
其
の
従
人
等
人
を
殺
し
、

　
　
此
事
憲
宗
に
聞
え
遂
に
毎
年
入
貢
（
貿
易
）
を
自
今
二
年
一
貢
に
制
限
せ

　
　
ら
れ
た
。

と
い
ふ
こ
と
な
ど
尠
な
く
な
い
。

　
由
来
支
那
人
の
喧
嘩
は
文
字
通
り
喧
躁
す
る
を
普
通
と
す
る
が
、
日
本
人
は

二
言
三
言
の
次
に
は
す
ぐ
に
手
を
出
す
癖
が
あ
る
の
で
、
当
時
の
勇
敢
な
琉
球

人
は
持
合
せ
の
「
空
手
」
を
発
揮
し
た
の
で
あ
ら
う
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
武
の
古
代
文
字
は
戈
止
の
合
字
で
戈



を
止
め
る
意
味
か
ら
起
っ
て
居
り
、

す
べ
て
空
手
道
は
ナ
イ
ハ
ン
チ
で
も
ピ
ン
ア
ン
で
も
敵
を
防
ぐ
と
い
ふ
立
前
か

ら
始
ま
つ
て
ゐ
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
日
本
の
武
士
道
精
神
と
一
致
し
て

ゐ
る
。

　
偖
て
空
手
を
昔
か
ら
単
に
「
手
」
と
称
へ
て
来
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

る
が
、
俗
に
「
棒
唐
手








」
と
か
、
「
佐
久
川
の
唐
手
」
と
か
い
ふ
別
の
言
葉
が

あ
る
の
は
此
の
古
来
の
カ
ラ
手
即
ち
単
に
「
手
」
と
区
別
し
て
の
名
称
ら
し
い
。

沖
縄
近
代
の
武
術
家
糸
洲
安
通
翁
は
、
唐
手
は
明
人
陳
元
贇
（
凡
三
百
年
前
の

人
）
の
伝
へ
た
も
の
で
あ
る
と
話
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
。

　
曩
の
佐
久
川
は
首
里
赤
田
の
人
で
二
百
年
前
支
那
よ
り
唐
手





を
稽
古
し
て
来

て
一
般
に
広
め
た
と
伝
へ
て
居
り
又
首
里
の
人
潮
平
某
の
談
に
公
相
君









と
い

ふ
支
那
人
が
渡
来
し
て
一
種
の
拳
法
を
伝
へ
た
と
い
ふ
話
も
あ
る
。
い
づ
れ
に
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し
て
も
今
日
行
は
れ
て
ゐ
る

　
　
ナ
イ
ハ
ン
チ
三
段
・
平
安






五
段
・
パ
ッ
サ
イ
大
小
・
公
相
君
大
小
・
五
十

　
　
四
歩
・
チ
ン
テ
ィ
ー
・
チ
ン
ト
ウ
・
ジ
ッ
テ
ィ
・
ジ
ー
ン
・
ジ
オ
ン
・
ジ

　
　
ュ
ー
ム
・
ワ
ン
シ
ユ
ウ
・
ワ
ン
ダ
ウ
・
ロ
ー
ハ
イ
・
ソ
ー
チ
ン
・
十
三






・

　
　
三
戦






・
三
十
六








・
一
百
零
八










な
ど
と
い
ふ
名
称
か
ら
見
れ
ば
此
等
は
支
那
よ
り
伝
来
し
て
或
は
其
侭
、
或
は

従
来
の
カ
ラ
手
拳
法
と
合
流
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ワ
ン
シ
ユ
ウ
な
ど
は
二
百

五
十
年
前
尚
貞
王
の
冊
封
正
使
汪

楫







の
伝
へ
し
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
？

　
兎
角
冊
封
使
の
一
行
は
数
百
人
凡
そ
半
ヶ
年
も
長
滞
在
し
て
ゐ
た
の
だ
か
ら

其
の
随
員
な
ど
が
伝
へ
た
も
の
も
あ
る
に
違
ひ
あ
る
ま
い
。

　
此
の
空
手
道
の
名
人
に
明
治
の
末
頃
迄
健
在
で
あ
つ
た
人
に
は
首
里
に
糸
洲

先
生
（
仝
四
十
年
頃
八
十
歳
位
の
人
）
が
あ
り
、
那
覇
に
東
恩
納
先
生
が
あ
つ

た
。
空
手
も
首
里
流
と
那
覇
流
と
は
、
多
少
趣
き
が
違
つ
て
ゐ
た
と
い
は
れ
て

ゐ
る
が
、
此
の
東
恩
納
先
生
の
高
弟
が
今
本
県
に
於
け
る
権
成
者
た
る
剛
柔
流

の
宮
城
長
順
氏
で
あ
り
糸
洲
先
生
の
流
を
承
け
た
人
々
も
首
里
に
多
い
。

　
抑
も
此
の
空
手
道
が
学
校
体
育
に
取
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
八
年
当

時
陸
軍
少
尉
で
首
里
の
人
屋
部
憲
通
先
生
が
沖
縄
県
師
範
学
校
に
、
又
仝
年
沖

縄
県
立
中
学
校
（
一
中
）
の
体
操
教
官
た
り
し
首
里
の
人
花
城
長
茂
先
生
が
仝

校
に
於
て
課
外
に
教
授
せ
ら
れ
た
の
を
以
て
嚆
矢
と
す
る
。
実
に
空
手
史
上
の

二
大
恩
人
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
筆
者
は
当
時
屋
部
先
生
の
弟
子
と
し
て
空
手

を
学
び
亦
高
齢
の
糸
洲
翁
も
師
範
学
校
の
嘱
託
で
あ
っ
た
の
で
親
し
く
先
生
の

教
へ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

　
其
後
空
手
は
一
進
一
退
し
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
中
央
に
進
出
し
て
各

大
学
の
武
道
に
取
入
れ
て
貰
ひ
、
而
し
て
今
日
の
盛
況
を
見
る
に
至
つ
た
こ
と

に
就
い
て
は
松
濤
富
名
腰









義
珍
先
生
を
始
と
し
、
本
部
朝
基
、
摩
文
仁
賢
和
等

諸
先
生
の
功
労
を
讃
ふ
る
と
共
に
、
県
内
に
於
け
る
宮
城
長
順
其
他
諸
氏
の
功

績
を
記
し
て
置
く
。

　
今
や
空
手
道
は
薙
刀
の
採
用
と
同
様
体
操
要
目
に
取
入
れ
ら
る
べ
く
考
慮
中

で
あ
り
、
不
日
其
の
実
施
を
見
た
暁
は
愈
々
学
校
体
育
の
正
課
と
し
て
全
国
否

海
外
に
も
普
及
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
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